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田
　
久

日
本
北
ア
ル
プ
ス
の
中
で
、
恐
ら
く

一
番
人
気
が
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
自
馬

岳
は
、
い
つ
頃
か
ら
私
達
の
間
に
知
ら

れ
る
よ
う
に
な

っ
た
も
の
か
と
、
折
々

尋
ね
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

こ
の
山
が
ど
う
い
う
動
機
で
初
め
て

登
ら
れ
た
か
。
信
仰
登
山
か
科
学
的
研

究
が
、
そ
の
当
時
の
登
山
者
の
主
な
目

的
で
あ

っ
た
時
代
の
事
と
て
、
そ
の
何

れ
か
で
あ

っ
た
と
は
想
像
が
つ
く
。

と
こ
ろ
が
、
自
馬
岳
に
は
、
こ
れ
ぞ

と
い
う
神
仏
は
杞
ら
れ
て
い
な
い
し
、

自
馬
講
な
ど
い
う
講
も
な
か
っ
た
の
だ

か
ら
、
信
仰
登
山
が
中
心
で
な
い
こ
と

・
は
確
か
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
土
地
の

一
人
は
何
の
為
に
登

っ
た
の
だ
ろ
う
と
い

一
う
と
、
音
の
事
を
知

っ
て
い
る
故
老
は

一
皆
物
故
し
て
、
尋
ね
る
に
由
な
い
現
状

一
で
あ
る
。

木
曽
の
御
嶽
と
か
乗
鞍
岳
、
又
は
加

賀
の
自
山
の
よ
う
な
、
信
仰
の
山
で
は

雷
鳥
を
見
れ
ば
之
を
神
聖
視
し
て
、
霊

鳥
な
ど
と
し
て
敬
ま
う
風
習
が
生
じ
た

に
係
わ
ら
ず
、
自
馬
岳
あ
た
り
で
は
、

下
界
の
鳥
と
は
違
う
と
い
う
所
か
ら
、

そ
の
羽
で
蚕
を
掃
き
立
て
れ
ば
、
よ
く

当
る
な
ど
と
い
う
迷
信
は
あ

っ
た
に
せ

よ
、
特
に
尊
崇
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

無
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
昔
は
自
馬
連
山
は
、
山
麓
民
の

生
活
と
密
接
な
関
係
が
無
か
っ
た
も
の

と
見
え
て
、
「
西
山
」
と
い
う
名
で
総
称

し
た
だ
け
で
、
余
り
細
か
い
小
字
は
つ

け
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
尤
も

清
水
谷
の
上
流
に

「
立
壁
」
と
い
う
洞

窟
と
い
う
程
で
も
な
い
か
、
泊
り
場
が

あ
る
か
ら
、
恐
ら
く
越
中
の
猟
師
は
熊

狩
り
に
入

っ
た
こ
と
も
あ

っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
現
に

一
九
〇
五
年
八
月
に
、
越

中
か
ら
猟
師
が
登

っ
て
来
た
こ
と
も
あ

っ
た
。

私
達
が
最
初
に
登
っ
た
頃
に
は
、
今

誰
で
も
手
に
す
る
こ
と
の
出
来
る
五
万

分
の
一
の
地
形
図
の
如
き
は
無
く
て
、

参
謀
本
部
の
中
に
あ

っ
た
陸
地
測
量
部

で
出
版
し
た
、
二
十
万
分
の
一
輯
製
図

一

の

「高
山
」
と
い
う
の
し
か
な
く
（「明

一

治
二
十
三
年
輯
製
製
版
同
三
十
四
年
脩

．

正
」
と
あ

っ
て
、
而
も
発
行
月
が

「
三

十
二
年
二
月
二
十
三
日
印
刷
、
二
月
二

十
八
日
発
行
」
と
あ
る
）
の
他
で
は
、

入
手
が
前
記
の
輯
製
図
ほ
ど
容
易
で
は

な
か
っ
た
が
、
農
商
務
省
地
質
調
査
所

発
行
の

「富
山
図
幅
」
と
呼
ば
れ
る
二

十
万
分
の
一
の
実
測
ま
が
い
の
図
（「地

形
測
量
中
郡
烈
静
、
製
図
寺
本
種
義
」

と
あ
る
）
が
あ

っ
た
。
そ
の
二
つ
の
地

図
に
は
、
自
馬
岳
の
名
が
印
刷
し
て
あ

る
か
ら
、
こ
の
名
は
少
な
く
と
も
、
明

治
二
十
三
年
に
は
、
通
用
し
て
い
た
に

違
い
な
い
。

白
馬
と
い
う
名
は
、
本
来
代
馬
と
書

く
の
が
正
し
い
の
で
、
誰
か

一
人
こ
う

い
う
誤
り
を
犯
す
と
、
後
の
者
は
、
そ

れ
と
は
知
ら
ず
に
、
そ
れ
を
踏
襲
す
る

も
の
で
あ
る
。

田
の
荒
代
を
掻
く
頃
に
、
山
上
に
馬

の
形
が
現
わ
れ
る
か
ら
、
代
馬
で
あ
り

而
も
そ
の
馬
は
白
い
残
雪
が
馬
の
形
に

と
け
て
、
黒
い
馬
が
現
わ
れ
る
の
で
あ

る
か
ら
、
「白
馬
」
の
文
字
は
事
実
に
反

す
る
訳
で
、
余
程
の
非
常
識
で
な
け
れ

ば
、
斯
様
な
文
字
を
用
い
ら
れ
な
い
の

に
無
智
ほ
ど
恐
ろ
し
い
も
の
は
な
い
。

こ
の
馬
の
形
が
現
わ
れ
る
こ
と
、
そ

し
て
山
の
ど
の
辺
に
い
つ
頃
現
わ
れ
る

か
は
、
田
辺
和
雄
君
が
詳
し
く
研
究
し

て
、
そ
の
著

『
山
と
お
花
畑
』
の
第

一

巻
に
詳
説
し
て
い
る
か
ら
、
就
い
て
見

ら
れ
れ
ば
幸
で
あ
る
。

白
馬
岳
紹
介
の
最
初
の
記
文
が
、「白

馬
山
」
と
書
い
て
あ

っ
た
た
め
、私
達
は

永
い
問
白
馬
山
と
呼
ん
だ
が
、
山
の
貫

禄
か
ら
し
て
も
岳
が
相
当
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
そ
の
最
初
の
記
文
は
何

時
頃
ど
こ
に
発
表
さ
れ
た
か
、
そ
し
て

主
と
し
て
ど
う
い
う
人
達
が
登
っ
た
も

の
か
を
知
る
こ
と
は
、
こ
の
山
の
登
山

史
上
必
要
な
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
を

詳
し
く
追
及
す
る
こ
と
は
、
今
と
な

っ

て
は
容
易

で
な

い
。　
只

一
つ
の
頼
み

は
、
自
馬
館
の
前
身
で
あ
る
四
ツ
屋
の

余
旅
館
の
宿
帳
で
あ
る
が
、
約
七
十
年

前
の
そ
れ
は
恐
ら
く
保
存
さ
れ
て
い
な

い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
今
舷
に
記
す

も
の
は
前
世
紀
の
終
り
か
ら
、
今
世
紀

の
初
期
に
亘
る
文
献
か
ら
、
創
期
登
山

者
の
姓
名
を
拾
い
出
し
て
、
そ
の
目
的

と
か
、
登
山
径
路
な
ど
の
明
ら
か
な
も

の
は
、
そ
れ
を
も
付
け
加
え
た
も
の
だ

が
、
山
岳
会
の
結
成

前
後
の
信
仰
以
外
の

登
山
が
ど
ん
な
も
の

で
あ

っ
た
か
の
、　
一

面
を
も
知
る
よ
す
が

と
な
る
か
と
も
考
え

て
、
敢
て
筆
を
執

つ

た
も
の
で
あ
る
。

明
治

三
十

一
年

（
一
八
九
八
年
）
八

月
十
五
日
、
当
時
長

野
県
大
町
小
学
校
長

（後
長
野
高
等
学
校

長
）
で
あ

っ
た
河
野

齢
蔵
氏
は
、
岡
田
邦

松
氏
及
び
他
の
友
人

一
名
を
伴
い
、
案
内

者
を
つ
れ
て
、
山
麓

北
城
村
（現
白
馬
村
）

四
ツ
屋
か
ら
大
雪
渓

を
経
て
山
頂
に
登
り

そ
の
以
前
に
測
量
の

為
に
、
測
量
部
員
宿

泊
用
と
し
て
建
設
さ

れ
た
石
室
に
泊
り
、

翌
十
六
日
午
前
九
時

石
室
を
出
発
し
、
杓

子
岳
を
越
え
て
鑓
ケ

岳
に
登
り
、
岳
ノ
湯

（今
謂
う
鑓
温
泉
）

に
下

っ
て
仮
泊
し
、

翌
十
七
日
四
ツ
屋
に

帰
着
し
た
。
登
山
の

目
的
は
鳥
類
の
研
究

目
次

は
次

頁
に
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に
あ

っ
た
と
云
う
。
恐
ら
く
そ
の
頃
多

数
棲
息
し
て
い
た
雷
鳥
の
研
究
が
主
な

も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
登
山
の
記
事
は
、
ウ
ル
ッ
プ
ソ
ウ

そ
の
他
の
珍
稀
な
高
山
植
物
の
産
す
る

こ
と
の
報
告
と
共
に

『
植
物
学
雑
誌
』

第
十
四
巻
第
百
六
十

一
号

（明
治
三
十

三
年
七
月
二
十
日
発
行
）
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
が
私
達
の
目
に
ふ
れ
た

こ
の
山
に
関
す
る
最
初
の
記
事
で
、
そ

れ
迄
は
、
東
京
の
人
達
は
、
こ
の
山
の

名
す
ら
知

っ
て
は
い
な
か
っ
た
。

明
治
三
十
三
年

（
一
九
〇
〇
年
）
八

月
下
旬
、
当
時
理
科
大
学
植
物
学
教
室

の
助
手
で
あ

っ
た
理
学
士
矢
部
吉
禎
氏

（後
の
女
子
高
等
師
範
学
校
教
授
、
理

学
博
士
）
は
、
右
の
報
告
に
基
ず
き
、東

京
か
ら
信
越
線
に
よ
っ
て
長
野

へ
、
そ

こ
か
ら
中
条
、
高
府
、
小
根
山
、千
見
、

美
麻
、
青
具
、
深
沢
、
塩
島
を
径
て
四

ツ
屋
に
達
し
、
舷
か
ら
登
山
し
た

（案

内
人
は
恐
ら
く
小
林
区
署
の
巡
視
の
丸

山
常
吉
又
は
そ
の
配
下
の
者
）
が
、　
一

日
二
夜
に
わ
た
る
暴
風
雨
に
禍
い
さ
れ

て
、
十
分
に
採
集
出
来
ず
し
て
退
却
し

た
。
こ
の
記
事
は

『
植
物
学
雑
誌
』
第

十
四
巻
第
百
六
十
四
号
に
載
る
。

明
治
三
十
四
年

（
一
九
〇

一
年
）
八

月
、
長
野
師
範
学
校
教
諭
矢
沢
米
三
郎

氏
登
山
。
目
的
は
多
分
植
物
採
集
に
あ

っ
た
こ
と
か
と
思
わ
れ
る
が
、
詳
細
不

明
。明

治
三
十
五
年

（
一
九
〇
二
年
）
八

月
二
十
日
、
帝
大
教
授
山
崎
直
方
氏
は

、
学
生
大
井
上
義
親
氏

（後
の
地
質
調

査
所
長
）
を
伴

っ
て
登
山

『
信
濃
博
物

学
雑
誌
』
第
三
号

（明
治
三
十
五
年
十

二
月
十
五
日
発
行
）
に
次
の
記
事
が
あ

る
。
即
ち

「
山
崎
氏
は
諏
訪
教
育
会
の

嘱
託
に
応
じ
て
、
諏
訪
の
地
質
及
び
有

用
鉱
物
に
関
す
る
実
地
指
導
及
び
講
演

を
な
し
、
自
馬
岳
に
上
り
て
、
氷
河
の

遺
跡
を
発
見
し
た
り
と
云
う
。
さ
き
に

我
が
河
野
氏
が
去
る
二
十
六
年
中
、
信

濃
教
育
会
雑
誌
に
報
道
せ
し
も
の
な
る

べ
し
」
。
こ
の
雑
誌
に
ど
の
様
な
報
道
が

載

っ
て
い
る
か
は
、
日
下
の
と
こ
ろ
明

ら
か
に
な
し
難
い
。
又
山
崎
博
士
の
報

文
は

『
地
学
雑
誌
』

一
九
〇
二
年
号
三

九
〇
―
三
九
八
頁
に
載
る
と
い
う
。

同
年
同
月
某
日
、伊
藤
禎
三
氏
登
山
。

同
月
二
十
五
日
、
前
記
の
矢
部
氏
は

山
麓
細
野
の
丸
山
常
吉
外

一
名
の
人
夫

を
連
れ
て
登
山
。
同
氏
は
篠
ノ
井
線
の

一
駅
赤
科
に
下
車
、
乗
合
馬
車
に
搭
じ

て
池
田
町
に
到

っ
て

一
泊
。
翌
日
又
も

馬
車
で
大
町

へ
、
更
に
北
城
行
き
の
馬

車
に
よ
っ
て
四
ツ
屋
に
達
し
た
の
で
あ

っ
た
。
二
十
五
日
に
は
白
馬
尻
に
仮
泊

し
、
二
十
六
日
頂
上
に
上
り
、
二
十
七

日
に
下
山
し
た
。『植
物
学
雑
誌
』
第
十

六
巻
第
百
八
十
八
、
八
十
九
号
参
照
）
。

同
氏
の
採
集
の
結
果
は
、
英
文
を
以
て

『
植
物
学
雑
誌
』
第
十
七
巻
第
百
九
十

二
号
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。

同
月
二
十
九
日
、折
井
最

一
氏
登
山
。

同
氏
は
白
馬
岳
の
記
事
を

『
信
濃
博
物

学
雑
誌
』
第
八
号

（明
治
三
十
六
年
十

二
月
二
十
五
日
発
行
）
及
び
第
九
号
（翌

年
二
月
二
十
日
発
行
）
に
、
図
版

一
葉

を
附
し
て
発
表
し
た
。

明
治
三
十
六
年

（
一
九
〇
三
年
）
八

月
二
十
日
、
山
草
家
子
爵
青
木
信
光
、

弁
護
士
城
数
馬

（後
の
京
城
覆
審
法
院

長
）
の
両
氏
は
、
日
光
在
住
の
画
家
五

百
城
文
哉
氏
を
伴
い
、
人
夫
数
名
を
従

え
、
細
野
経
由
で
登
山
、
山
頂
に
滞
在

両
三
日
。
鑓
ケ
岳
に
往
復
す
る
に
、
路

な
き
為
、　
一
日
を
要
し
た
と
い
う
。
こ

の
記
事
は
城
氏
の
筆
に
よ
っ
て

『
日
本

園
芸
会
雑
誌
』
に
掲
載
さ
れ
た
が
、
そ

の
巻
号
は
日
下
不
明
。

明
治
三
十
七
年

（
一
九
〇
四
年
）
八

月
、
長
野
中
学
校
教
諭
志
村
寛

（
号
烏

嶺
）
氏
細
野
経
由
で
登
山
。
こ
れ
以
前

に
己
に
二
回
登
山
し
た
と
い
う
が
、
そ

の
年
月
日
は
不
明
。
志
村
氏
の
第

一
回

の
登
山
に
際
し
て
は
、　
一
行
は
人
夫
と

も
四
名
で
、
岳
ノ
湯
に
下
る
に
四
時
間

を
要
し
、
而
も
舷
に
泊
ら
ず
し
て
、
二

子
岩
ま
で
下

っ
て
野
営
し
た
と
い
う
。

（『
山
岳
』
第
二
年
、
第

一
号
）

同
年
同
月
（
？
）帝
大
日
光
植
物
分
園

の
管
理
人
望
月
直
義
氏
登
山
。
山
頂
の

小
屋
が
破
損
し
て
宿
泊
不
可
能
な
為
、

頂
上
の
測
量
櫓
の
下
に
、
四
方
を

ハ
イ

マ
ツ
で
囲
ん
で
仮
泊
し
た
と
い
う
。

こ
の
年
に
は
、『信
濃
博
物
学
雑
誌
』

第
十
二
号

（明
治
三
十
七
年
十
月
二
十

五
日
発
行
）
に

よ
る
と
、
矢
崎
斉
知

郎
、
上
野
卯
三
郎
、
春
原
平
八
郎
、
倉

島
賢
次
郎
氏
や
、
仙
台
の
第
二
高
等
学

校
教
授
安
田
篤
氏
も
登
山
し
た
と
い
う

が
、
月
日
は
不
明
。
尚
旅
舎
余
屋
の
宿

帳
に
よ
る
と
、
こ
の
年
に
、「大
学
教
員

寺
崎
留
吉
」
と
名
乗
る
人
物
も
登
山
し

た
ら
し
く
、
こ
の
姓
名
は
八
ケ
岳
の
本

沢
温
泉
の
明
治
三
十
八
年
度
の
宿
帳
に

も
つ
け
て
あ
る
と
い
う
が
、
日
本
中
学

校
教
諭
の
寺
崎
留
吉
氏
と
同
姓
同
名
で

あ
り
、
『
大
学

一
覧
』
に
は

こ
の
名
は

載

つ
て
い
な
い
の
は
奇
怪
で
あ
る
。

明
治
三
十
八
年

（
一
九
〇
五
年
）
は

雨
の
多
い
年
で
あ

っ
た
。
そ
れ
に
も
拘

ら
ず
、私
の
山
旅
の
回
数
は
最
高
で
、
四

月

一
日
か
ら
十
月
二
十
八
日
迄
に
、
十

ケ
国
の
山
地
に
採
集
旅
行
を
行
な
い
、

最
後
に
、
山
岳
会
の
結
成
に
ま
で
漕
ぎ

つ
け
た
の
で
あ

っ
た
。

（
以
下
次
号
）
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の
続
き

（完
）
と
久
し
振
り
に
初
見

一
雄

氏
の
書
い
た

「追
貝
の
銀
光
」
と
い
う
長

編
随
筆
そ
の
他
が
掲
載
さ
れ
る
予
定
。

硼
Ｇ
ｏ
Ｔ
・
プ
ラ
ウ
ン
逝
く
脚

近
着
の

＞
■

ドｏｏｏ
ｌ
ド
（〓
Ｑ
）
の
追
悼

記
の
中
に
私
達
は
遂
に
弓
ｒ
ｏ
日
”
∽
〇
圏
ぎ
日

”
８
１
５
（〓
円
ＯＦ

ヽ
・　
Ｈ∞∞Ｎ
Ｉ
０
０
［Ｏ
げ
ｏ
」

∞ヽ
・
ド０３
）
の
名
を
見
る
こ
と
に
な

っ
た
。

余
り
に
著
名
な
人
な
の
で
こ
こ
に
紹
介
す

る
の
も
気
が
ひ
け
る
が
、
そ
の
故
に
こ
そ
、

一
応
は
書
い
て
お
か
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

一
九
〇
三
年
、
同
鮎
〓
げ
日
∞
Ｆ
大
学
卒
業
、

選
、Ｌ
ｏ
∽
大
学
生
理
学
教
授
（
お
い
ｏ１
８
ミ
）
、

”
ｏ
薔
】
∽
ｏ
ｏ
【①
ぞ

会
員

（
お
ミ
ー
）、
Ａ
Ｃ

会
員

（
８
８
１
）
。

登
山
を
始
め
た
の
は
三
〇
才
過
ぎ
て
か
ら

で
、
ア
ル
プ
ス
で
の
活
動
を
開
始
し
た
の
は

四
二
才
の
時
か
ら
で
あ
る
。

彼
は
死
ぬ
前
に
、
も
し
Ａ
Ｊ
に
自
分
の
追

悼
記
を
載
せ
る
こ
と
が
あ

っ
た
ら
、
登
山
記

録
だ
け
に
し
て
く
れ
と
い
っ
た
そ
う
だ
が
、

ぃ０ぃ
トー
ド８
∞
　
ま
で
に
、
Ａ
Ｊ
に
童
日
い
て
あ

る
だ
け
で
も
七
七
の
普
通
以
上
の
山
行
が
あ

る
。
海
外
で
は

一
九
三
四
年
に
ハ
ウ
ス
ト
ン

と

一
緒
に

「
ｏ
Ｓ
Ｆ
の
ヽ

の
初
登
、
三
六
年
に

Ｚ
８
針

∪
ｏ
く
一

（
七
〇
〇
〇

ｍ
ま
で
）、
三

八
年
に

〓
“
∽ｒ
①
Ｈげ
〓
日

（
六
四
〇
〇

ｍ
ま

で
）
と
い
う
記
録
が
あ
る
。

彼
の
登
攀
で
最
も
有
名
な
の
は
、
モ
ン
・

ブ
ラ
ン
の
”
『①
●
く
”
側
の
多
く
の
記
録
で
あ

ろ
う
。

ぃ０卜∞
―
ド０い
い
（８
１
『ｏ
導
）
の
間
に
メ
ン

ヒ
そ
の
他
の
ガ
イ
ド
レ
ス
登
攀
を
や

っ
て
い

る
。彼

は
難
し
い
新
ル
ー
ト
の
開
拓
ば
か
り
で

な
く
、　
一
方
、
登
攀
史
家
と
し
て
優
れ
て
い

た
。
私
は
彼
の
著
書
と
し
て
次
の
二
つ
を
持

つ
て
い
る
が
、
い
づ
れ
も
後
世
に
残
る
べ
き

名
著
と
思
う
。

．
”
Ｈ８
く

，
こ

・
ｒ
Ｏ
ａ
Ｏ
・
ド０
ミ

（刺
薄

ドΦ

齢
）
こ
れ
は
あ
と
の
９８
頁
が
全
部
写
真
。

．
↓
Ｆ
①
『
』あ

，
＞
ｏｏｏ
●
”
ｏ
』
一ぞ
Ｆ
・
∪
Ｆ
●
ｏ
こ

・

ｒ
ｏ
ａ
ｏ
Ｐ

Ｈｏｏ
ヽ
こ
れ
は

鮎
①
”
８
ヽ
と
の

共
著
、
Ａ
Ｃ
百
年
記
念
出
版
物
。

（吉
沢
）

(2) ―-7θ ――



聖

岳

名

称

考
山

本

朋

二

郎

南
ア
ル
プ
ス
の
聖
岳
は
何
故
に
聖
岳
と
呼

ば
れ
る
の
か
。
光
岳
、
赤
石
岳
、
塩
見
岳
な

ど
は
解
読
し
易
い
。
以
前
は
小
生
も
聖
沢
の

形
態
か
ら
、
む
し
ろ
強
引
な
解
釈
を
し
て
来

た
が
、
最
近
、
こ
れ
は
誤
り
で
あ
る
事
が
判

つ
た
。
理
由
は
後
述
す
る
。

多
く
の
場
合
、
沢
の
名
称
が
先
に
冠
せ
ら

れ
、
其
次
に
其
の
沢
名
に
近
い
名
前
が
源
流

の
山
に
つ
け
ら
れ
て
来
て
い
る
。
何
何
沢
の

頭
、
何
何
岳
。
此
の
考
え
で
ゆ
く
と
、
聖
岳

の
前
に
聖
沢
が
名
付
け
ら
れ
た
事
に
な
る
。

一
般
論
的
に
推
考
し
て
み
る
と
、
地
形
が
曲

り
く
ね
つ
た
聖
沢
に
ま
ず
目
が
い
く
。

曲

つ
て
居
る
事
に
関
連
有
る
名
詞
、
形
容

詞
、
動
詞
を
ま
づ
探
す
こ
と
に
な
る
。　
″
ひ

じ
り
〃
と
言
う
日
本
語
を
曲
つ
て
い
る
、
折

れ
て
い
る
、
と
言
つ
た
意
味
か
ら
探
し
て
誰

し
も
第

一
に
思
い
当
る
の
は
、　
〃
ひ
じ
〃
で

あ
る
。

″
ひ
じ
〃
と
は
腕
の
関
節
の
折
れ
曲
つ
た
外

側
の
部
分
を
言
い
、
枕
草
子
に
よ
る

『
ひ
じ

折
り
た
る
廊
』
な
ど
と
使
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
名
詞
の

〃
ひ
じ
″
を
動
詞
に
活
用
さ

せ
る
と
、　
″
ひ
じ

・
る
″
の
動
詞
が
出
来
る

が
、　
一
般
的
に
こ
の
場
合
の
、
″
ひ
じ
・る
〃

と
は
、　
″
ひ
じ
り
″
の
名
詞
か
ら
、
ひ
じ
り

る
↓
ひ
じ

・
る
に
変
化
し
た
動
詞
で
あ
る
。

で
は
此
の
動
詞
の
基
の

〃
ひ
じ
り
″
と
は
何

周
知
の
如
く
、　
″
ひ
じ
り
〃
＝
聖
、
と
は

聖
人
、
高
僧
、
通
ぜ
ざ
る
無
き
人

（
不
通
無

的
人
）
と
言
つ
た
意
味
で
あ
る
。　
″
ひ
じ

ｏ

る
〃
と
は
僧
侶
ら
し
く
な
る
、
出
家
す
る
と

の
意
味
で
あ
る
。
斯
様
に
考
え
る
と
、
ど
う

し
て
も

聖
岳
が
判
ら
な
く
な

っ
て
し
ま
う
。

河
川
は
多
く
の
場
合
、
場
所
の
名
前
が
多

く
使
用
さ
れ
る
。
富
士
太
郎
、
淀
川
、
坂
東

太
郎
の
様
に
。
大
井
川
の
上
流
の
名
称
は
昔

は
、
猪
川
で
あ

っ
た
。
此
の
猪
川
の
更
ら
に

上
流
の
聖
沢
の
、　
″
ひ
じ
り
″
が
土
地
、
場

所
か
ら
の
名
称
で
な
い
事
は
前
述
の
通
り
で

あ
る
。
井
川
が
猪
川
と
言
わ
れ
た
の
は

猪

の
多
い
山
村
を
流
れ
る
川
で
あ
る
か
ら
こ
う

呼
ば
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

更
ら
に
方
向
を
変
え
て
、
駿
河
な
り
信
州

の
山
人
が
聖
岳
と
呼
ん
だ
と
し
て
、
方
言
か

ら
考
え
て
み
る
。
全
国
の
方
言
を
何
の
意
味

合
も
な
く
探
す
と
、　
″
ひ
じ
り
″
と
発
言
す

る
方
言
は
可
成
り
有
る
が
、
其
の
意
味
す
る

処
は
全
然
、
聖
岳
と
遠
い
も
の
が
多
い
。　
一

例
に
、
前
述
の

″
ひ
じ
り
〃
の
他
に
、
同
じ

″
ひ
じ
り
〃
で
も
、
奄
美
大
島
で
は
侭
、
も

え
さ
し
、
の
事
を
言
い
、
京
都
で
は
こ
お
ろ

ぎ
の
事
で
あ
る
。
福
井
県
坂
井
郡
辺
り
で
は

台
所
の
流
し
の
事
を
意
味
す
る
。
聖
岳
の
ひ

じ
り
の
発
音
に
近
い
方
言
が
駿
河
地
方
に
無

か
っ
た
か
、
と
探
す
と
、
静
岡
県
全
般
の
方

言
と
し
て
、　
″
ひ
じ
る
い
″
、　
〃
ひ
じ
く
な

る
〃
が
あ
る
。
然
し
此
の
方
言
は
、
前
者
は

眩
し
で
あ
り
、
後
者
は
う
づ
く
ま
る
の
意
味

で
あ
る
。

後
者
の
ひ
じ
く
な
る
が
ひ
じ
り
に
転
化
し

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
み
る
が
、　
″
ひ

じ
く
な
る
〃
の
後
半
分
の

″
く
な
る
″
は
ど

う
し
て
も

″
り
〃
に
は
転
化

し
得

な

い
。

″
ひ
じ
く
な
る
〃
の
う
づ
く
ま
る
の
意
が
、

聖
沢
の
曲
折
し
て
い
る
型
状
と
し
て
表
現
さ

れ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
る
が
、
方
言

の
つ
づ
め
方
に
大
き
な
無
理
が
有
る
。

前
に
も
ふ
れ
た
、
ひ
じ
を
動
詞
に
活
用
さ

せ
た
、　
″
ひ
じ
る
＝
曲
る
＝
ゆ
が
む
″
と
の

方
言
か
ら
聖
の
名
称
を
考
え
が
ち
で
あ
る
が

こ
の

″
ひ
じ

・
る
″
の
方
言
は
、
九
州

ｏ
福

岡
県
朝
倉
郡
や
対
島
地
方
の
方
言
で
あ
り
、

静
岡
県
で
は
使
用
し
て
お
ら
ず
、
大
井
川
中

流
の
本
川
根
地
方
で
は

″
ひ
じ
る
〃
に
類
す

る
方
言
は
、　
″
ひ
じ
ろ
〃
で
あ
り
意
味
は
い

ろ
り
の
事
で
あ
る
。
九
州
や
対
馬
か
ら
出
稼

の
人
夫
が
聖
沢
の
地
形
を
見
て
、
ひ
じ
る
沢

＝
曲
つ
た
沢
＝
聖
沢
と
名
付
け
た
事
も
考
え

ら
れ
な
い
。

以
上
の
様
に
聖
岳
、
聖
沢
の
名
称
は
、
最

初
、
沢
の
名
称
が
出
来
て
、
其
の
上
流
の
山

頂
の
名
が
起
き
た
、
一
般
法
で
な
く
、逆
に
山

頂
名
の
聖
岳
が
冠
せ
ら
れ
て
、
流
れ
る
沢
が

聖
の
沢
と
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

元
来
、
聖
＝
ひ
じ
り
の
意
味
は
前
述
の
如

く
、
高
僧
、僧
侶
、天
皇
と
言
つ
た
意
味
で
あ

る
が
、
聖
を
頭
に
冠
し
た
、
聖
あ
ん
ど
ん
、

聖
ま
ど
、
聖
棚
と
言
う
言
葉
が
あ
る
。
昭
和

の
現
代
で
は
ほ
と
ん
ど
聞
か
れ
な
い
言
葉
で

あ
る
。
此
の
古
語
と
聖
岳
と
の
関
係
を
見
る

と
、
解
答
が
得
ら
れ
る
の
も
面
白
い
。
興
味

を
そ
え
る
意
味
で
、
聖
岳
の
名
称
解
決
の
鍵

が
、
安
女
郎
で
あ
る
と
は

一
寸
驚
か
れ
る
と

思
う
。

今
は
無
い
が
昔
、
赤
線
以
前
の
色
街
の
公

娼
の
中
、
値
段
の
安
い
女
郎
は
、
聖
女
郎
と

も
呼
ば
れ
て
い
た
。
聖
な
る
お
女
郎
と
言
う

意
味
で
は
な
く
、
聖
窓
に
い
る
女
郎
と
言
う

意
味
で
呼
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
聖
窓

と
は
、
聖
あ
ん
ど
ん
、
聖
棚
と
言
つ
た
固
有

名
詞
と
同
じ
様
に
使
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ

り
、
角
張
つ
た
出
張
つ
た
窓
、
角
型
の
あ
ん

ど
ん
、
上
又
は
下
方
に
角
型
に
突
出
し
た
違

い
棚
の
一
種
、
を
そ
れ
ス
ヽ
呼
ん
だ
も
の
で

あ
る
。
こ
の
顔
見
世
用
の
出
張
つ
た
角
型
ま

ど
や
、
角
型
の
あ
ん
ど
ん
を
何
故
に
、
聖
と

呼
ぶ
か
と
の
疑
間
が
出
て
来
る
。
形
は
角
張

つ
て
、
上
辺
又
は
下
辺
が
平
坦
な
姿
の
も
の

を
聖
と
呼
ん
で
い
る
事
だ
け
は
判
る
。

天
子
、
高
僧
の
座
る
所
を
、
聖
の
座
と
呼

ぶ
、
判
り
易
く
考
え
る
と
、
桃
の
節
句
の
お

雛
様
は
高
い
畳
の
座
に
座

っ
て
い
る
。
あ
の

畳
を
重
ね
て
高
く
し
た
様
な
、　
マ
ツ
ト
レ
ス

が
聖
の
座
で
あ
り
転
じ
て
、
そ

こ

へ
座

る

事
、
聖
と
あ
が
め
ら
れ
る
様
に
な

っ
た
人
を

聖
の
座
に
つ
く
と
、
表
現
し
て
い
る
。

南
ア
ル
プ
ス
の
聖
岳
の
発
祥
は
ど
う
や
ら

角
張
つ
た
長
方
形
の
型
、
丁
度
、
聖
の
座
わ

る
マ
ツ
ト
レ
ス
に
類
似
し
た
山
の
形
の
聖
岳

で
あ

っ
た
の
で
、
初
め
の
中
は
多
分
、　
″
聖

の
座
に
似
た
山
の
形
の
山
〃
と
し
て
、
聖
を

と

っ
て
、
山
名
に
つ
け
た
の
で
は
あ
る
ま
い

か
。
山
の
形
か
ら
聖
岳
の
名
を
考
え
た
の
は

或
い
は
小
生
が
初
め
て
か
と
思
う
。
（未
完
）
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呵
い
０
月
しよ
ｈ
ソ

今
年
も
日
本
か
ら
は
海
外
の
各
地
に
登
山

隊
が
出
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
立
派
な
成
果
を
得

て
る
よ
う
で
す
ね
。
ま
た
情
報
お
願
い
し
ま

す
。
息
子
の
ピ
ー
タ
ー
は
今
、　
ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
の
夏
休
暇
を
利
用
し
、
ド
イ
ツ
の
製
紙

会
社
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
、
ド
イ
ツ

語
の
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。

日
本
隊
が
西
稜
経
由
で

〓
“
ユ
ｏ
Ｈ
（トト含

日
）
の
第
二
登
を
や
り
ま
し
た
ね
。

【
（
注

）

・
∬

二

限

・

『
●
イ

ｏ
，

Ｈ
ｏ
ｏ
ヽ

（
「

お

鮎

”

８

庁
Ｏ
Ｆ

口

ｏ
ま

■

Ｏ
Ｆ

目

鶴

お

【
）

濶

Ｎ

臓

・

〕
Ｌ

「

∞
Ｆ

Ｈ
Ｏ
Ｏ
∞

（
〕
Ｏ
ｒ
●

く

Ｆ

８

ユ

Ｅ

Ｏ
？

【
●
”
●
り
　
、「
Ｆ
Ｏ
【づ
”
∽
　

∽
０
【
】
げ
●
①
Ｈ
　

（Ｏ
ｒ
Ｏ
”
一
①
ｖ

∪
）”く
い鮎
　
”
①
『Ｈく
　
〕
Ｏ
ｒ
●
∽一〇
●
）
　
鍛
晰
ω
晰牒
・

『
●
・
ｏ
い
Ｏ
ｖ　
Ｈｏｏｏ
（
コ
粕才
蒻％
）】

第
４
登
を
御
存
知
で
す
か
。
日
本
隊
が
登

頂
し
た
翌
る
六
月
二
一
日
に
、
私
の
隊
に
属

し

て

い
た
　
∪
Ｏ
口

，こ
　
∽
・
＞
●
鮎
①
覇
ｏ
Ｐ

∪
〇
●
”〓
　
Ｚ

＞
●
鮎
①
あ
Ｏ
●

（手
①

●
“ヨ
ｏ
∽

鶴
ｏ
ｏ０
１
８
一）
の
二
名
が
、
ト
コ
シ
ト
ナ
氷

河
か
ら
北
東
面
、
北
東
稜
経
由
で
頂
上
に
立

ち
ま
し
た
。
こ
の
ル
ー
ト
は
非
常
に
難
し
か

っ
た
よ
う
で
す
。

（因
み
に
東
方
か
ら
の
航
空
写
真
で
、　
ハ
ン

タ
ー
と
フ
オ
ン
ー
カ
ー
が
両
方
あ
り
、
而
も

″
大
学
ル
ー
ト
〃
が
瞭
き
り
わ
か
る
の
が

＞
＞
〕
Ｈｏ８

に
あ
る
）
。

私
達
は

〓
”・
”
房
∽ｏ
【
（∞
８
ヽ
日
）
に
挑

も
う
と
思
い

く
の
ュ
”
氷
河
の
上
部
に
着
陸

パ
ッ
と
し
な
い
天
気
の
中
で
順
次
テ
ン
ト
を

高
所
に
建
設
し
て
行
き
、
最
後
に
晴
天
が
来

た
の
で
青
氷
と
急
斜
面
の
上
に
固
定
綱
を
張

り
な
が
ら
、
頂
下
三
五
Ｏ

ｍ
ま
で
迫
り
ま
し

た
。
し
か
し
又
荒
天
に
見
舞
わ
れ
、
時
速

一

〇
〇
ｋｍ
の
烈
風
が
三
日
続
き
ま
し
た
。
お
蔭

で
三
張
り
の
テ
ン
ト
は
全
部
吹
き
飛
ば
さ
れ

私
達
は
布
切
れ
の
下
で
難
を
避
け
て
い
ま
し

た
が
、
そ
れ
も
雪
に
没
し
、
四
日
目
に
な

っ

て
や

っ
と
来
た
中
だ
る
み
を
利
用
し
て
Ｂ
Ｃ

へ
逃
げ
帰
え
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
も

一
二
日

間
吹
雪
か
れ
通
し
で
し
た
。
積
雪
三
ｍ
。
こ

れ
で
遠
征
は
終
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
一

尚
、
”
ｏ
く
ヽ
国
く
の
お
諄
は
カ
ナ
ダ
の
最
高

峰
ロ
ー
ガ
ン
で
、
難
し
い
新
ル
ー
ト
を
開
拓

し
ま
し
た
。
彼
は
、
キ
ン
グ
峰
の
西
稜
を
登

．

り
、
最
高
峰

（８
ｏｏ
日
）
ま
で
縦
走
し
ま
し

た
が
、
こ
れ
に
は
日
数
二
九
日
、
高
所
キ
ャ

ン
プ

一
二
を
要
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
一

又
話
は
別
に
な
り
ま
す
が
、
″
ｏｒ
”
ａ

　

一

〇
８
ξ

と

∪
〇
●

〓
０
詳
〇
●

の
二
名
が
、　
一

ブ
ラ
ン
カ
山
群
は

＞
ぼ
”日
Ｑ
ｏ
谷
で
五
八

．

○
Ｏ

ｍ
の
峰
の
初
登
攀
を
し
た
そ
う
で
す
。

前
者
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
、
後
者
は
プ
リ

ン
ス
ト
ン
大
学
の
教
授
で
す
が
、
両
者
の
協

力
で
、
あ
の
附
近
の
立
派
な
地
図
を
つ
く

っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

八
月
二
三
日
、
ｏ田
∞
い
に
て

吉
沢

一
郎
様

【注
・参
考
の
た
め
に
”
ｏ
８
Ｆ
①
『
（認
ｏω
日
）

の
登
攀
記
録
を
記
し
て
お
く
、

霧
）
一
麟̈
一
・
＞
饉
∞
ｃ
∽”
ドｏ
Ｌ
ｏ∞
卜
（Ｏ
ｒ
”
Ｌ
①
∽

∽
・
〓
一〇
●
ｏ一〇
●
υ　
弓ヽ
・
∩
ギ
“Ｆ
”
】Ｂ
”
ＨＯ
‘
Ｐ

Ｏ
・
ィく

，
一の
あ
い〇
●
）

聯ホ哨
Ｎ
胞
い
・
『
‘
】く
　
ヽ
り　
ＨＯＯ
∞
　
（」
ｏ
識
【①
く

∪
●
①
●
１
”】，

〕
”
日
０
∽
”
】ｏＦ
“
Ｈ鮎
∽ｏ
●
）一南
・東

稜
に
よ
る
新
登
頂
。
隊
長
は
　
国
・
＞
計
日
∽

ｏ
”
詳
ｏ
Ｌ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（吉
沢
）

255

(3)―-71-―



255

塩

田

輔

雄

（明
治
三
十
八
年
生
）

私
の
住
ん
で
い
る
西
岡
と

い
う

と

こ
ろ

は
，札
幌
の
羊
ケ
丘
展
望
台
に
続
く
高
原
で
、

家
の
前
か
ら
は
、
若
い
時
に
登

っ
た
数
々
の

山
が
、
素
晴
し
い
姿
で
打
続
い
て
い
る
の
が

見
え
る
。

未
知
の
山
々
に
、
笹
を
分
け
、
谷
間
を
攀

じ
、
這
松
を
潜
り
抜
け
て
頂
上
に
達
し

「あ

あ
、
雄
大
な
自
然
」
と
感
激
に
涵
つ
た
時
代

そ
れ
は
す
で
に
遠
い
昔
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ

年
代
の
生
れ
の
も
の
は
、
ま
こ
と
、
明
治
は

遠
く
な
り
に
け
り
と
、
痛
感
す
る
こ
の
頃
で

あ
る
。

然
し
山
は
今
で
も
そ
こ
に
あ
る
。
無
意
根

山
、
札
幌
岳
、
空
沼
岳
、
恵
庭
岳
、
百
松
沢

手
稲
山
。
遠
望
す
る
夕
張
、
声
別
岳
、
暑
寒

別
岳
。

朝
な
夕
な
、
私
は
こ
れ
ら
の
山
々
を
眺
め

て
暮
す
。
古
い
山
友
と
あ
う
。
彼
も
健
在
で

あ
る
。
会
報
の
上
で
い
ろ
い
ろ
の
人
の
消
息

を
知
る
。
あ
あ
、
君
も
又
達
者
で
い
る
か
と

心
嬉
し
く
思
う
。

だ
が
時
代
は
移
る
。
恵
庭
、
手
稲
が
冬
季

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

（
一
九
七
二
年
）
の
会
場
と

な
り
、
世
界
の
若
者
が
雪
煙
を
あ
げ
る
と
い

会
員
の
方
々
の
健
在
を
祈
り
上
げ
ま
す
。

（
八
月
十
二
日
）

×

×

×

×

『北
沢
基
幸
氏
』

―

の

憶

い

出
―

岩
　
永
　
信
　
雄

北
沢
基
幸
氏
の
逝
去
を
知

っ
た
の
は
昨
年

秋
頃
神
谷
さ
ん
か
ら
伺

っ
た
の
で
あ
る
が
其

後
最
近
の
山
岳
会
々
員
名
簿
に
も
そ
の
ま
ゝ

掲
載
さ
れ
て
お
り
、
冠
さ
ん
と
も
そ
の
話
を

し
た
が
何
か
間
違
い
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思

っ
て
何
と
な
く
割
切
れ
ぬ
気
持
で
い
た
が
こ

の
間
六
義
園
で
催
お
さ
れ
た
懇
談
会
の
時
に

詳
報
を
承
り
又
会
報
で
の
赴
報
を
得
て
驚
き

入
り
深
く
哀
悼
の
意
を
表
し
御
冥
福
を
祈
る

次
第
で
あ
る
。

北
沢
君
と
私
と
の
交
り
は
六
十
年
に
も
近

づ
き
在
浜
当
時
家
の
近
所
で
あ
り
学
校
の
先

輩
で
も
あ

っ
た
関
係
で
小
学
校
時
代
か
ら
屡

々
お
宅
に
お
邪
魔
し
て
い
た
。
そ
の
頃
は
山

に
対
す
る
憧
れ
も
殆
ん
ど
な
く
夏
は
水
泳
そ

の
外
の
季
節
に
は
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
と
行

も
共
に
し
て
楽
し
み
、
お
宅
で
は

「山
岳
」

や
其
他
の
写
真
を
見
せ
て
戴
き
日
本
に
も
こ

ん
な
立
派
な
山
が
あ
る
の
か
と
驚
き
愛
着
を

も
つ
よ
う
に
な
り
私
の
山
キ
も
最
初
は
同
君

及
び
当
時
会
員
１０２
号
の
忽
滑
谷
安
美
君
に
お

う
所
大
で
あ
つ
た
、
勿
論
明
治
大
正
初
期
の

こ
と
と
て
記
憶
も
殆
ん
ど
な
く
は
つ
き
り
し

た
事
は
忘
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
こ
の
頃
横
浜

山
手
ゲ
ー
テ
座
に
於
け
る
ウ
ェ
ス
ト
ン
師
の

「
日
本
ア
ル
プ
ス
旅
行
談
」
及
び
其
後
横
浜

記
念
会
館
に
於
け
る
辻
村
伊
助
氏
の

「
ス
ウ

ィ
ス
山
旅
」
の
名
講
演
に
は
同
君
等
と
同
行

し
、
後
忽
滑
谷
君
か
ら

「君
が
そ
ん
な
に
山

が
好
き
な
ら

「山
岳
」
全
部
貸
し
て
あ
げ
よ

う
」
と
云
わ
れ
主
な
る
号
を
借
用
し
て
現
在

に
及
ん
で
い
る
‘
北
沢
君
も

「山
岳
」
を
全

部
製
本
保
存
さ
れ
其
他
小
島
氏
の

「
日
本
ア

ル
プ
ス
」
等
そ
の
頃
の
山
岳
書
を
殆
ん
ど
愛

蔵
さ
れ
て
い
た
、
又
高
野
氏
編
集
の

「高
山

深
谷
」
全
部
や
会
員
作
製
の

「立
山
図
幅
」

立
体
模
型
も
所
有
さ
れ
て
い
た
が
、
関
東
大

震
災
の
た
め
全
部
灰
侭
に
帰
せ
ら
れ
た
の
は

惜
み
て
も
甲
斐
な
き
こ
と
で
あ
る
。

同
君
は
山
岳
会
創
立
と
同
時
に
率
先
入
会

さ
れ
今
日
に
及
び
会
員
番
号
十
二
号
で
最
古

者
で
あ
る
と
思
う
。
私
が
入
会
を
お
願
い
致

し
た
所
同
君
及
忽
滑
谷
君
の
推
薦
を
得
、
大

正
七
年
八
月
八
日
第
六

一
一
号
と
し
て
入
会

を
許
可
さ
れ
、
旧
会
員
章
を
所
持
し
お
り
後

新
会
員
章
と
な
り
、
第
二
八
号
と
な

っ
た
の

一一青
年
の
時
か
ら

今
へ
の
山
や
ま

Ｚ
●
・
一
露

一

一一

で
あ
る
。
そ
の
後
同
君
を
通
じ
て
高
野
、
小

島
両
大
先
輩
に
お
近
付
き
を
得
た
事
を
感
謝

し
て
い
る
。

私
が
同
君
と
最
初
に
同
行
し
た
の
は
大
正

初
期
富
士
登
山
で
あ

っ
た
。
そ
の

「洞
蔭
亭

士
」
の
説
明
な
ど
今
に
忘
れ
る
こ
と
が
出
来

な
い
。
そ
れ
か
ら
伊
豆
修
善
寺
か
ら
伊
東
に

で
て
暫
ら
く
海
水
浴
を
楽
し
み
大
室
山
に
ハ

イ
キ
ン
グ
登
山
も
試
み
た
。
又
ア
イ
ス
ス
ケ

ー
ト
も
よ
く
せ
ら
れ
元
体
育
会
長
元
会
員
５０

号
平
沼
亮
三
氏
と
も
親
交
あ
り
諏
訪
湖
に
も

度
々
赴
か
れ
た
。
私
も
之
を
楽
し
み
下
諏
訪

に
滞
在
し
て
そ
の
時
鉢
伏
山
に
カ
ン
ジ
キ
使

用
し
て
雪
中
登
山
し
た
こ
と
が
あ

っ
た
。
震

災
後
は
横
浜
根
岸
に
居
住
さ
れ
て
以
来
私
も

東
京
に
移
り
余
り
会
合
す
る
機
会
を
得
な
か

っ
た
が
山
岳
会
の
有
志
晩
餐
会
に
は
度
々
出

席
さ
れ
、
又

「山
岳
」
刊
行
の
二
十
五
周
年

記
念
号
に
は
執
筆
さ
れ
、
昭
和
六
年
七
月
四

日
在
浜
有
志
晩
餐
会
開
催
時
に
も

一
方
な
ら

ず
尽
力
さ
れ
た
。

「山
岳
」
第
二
十
八
年
三

号
前
後
も
時
々
お
宅
を
訪
れ
山
岳
会
の
近
況

等
を
語
り
有
志
晩
餐
会
等
の
件
に
つ
き
お
話

し
て
い
た
が
実
現
を
得
ず
今
日
に
至
り
残
念

に
堪
え
な
い
。

同
君
は
学
校
時
代
か
ら
軟
式
庭
球
選
手
と

し
て
活
躍
さ
れ
孝
業
後
も
進
ん
で
母
校
庭
球

部
の
コ
ー
チ
を
任
せ
ら
れ
後
輩
を
指
導
さ
れ

て
い
た
、
又
ス
ケ
ー
ト
、
後
ス
キ
ー
を
早
く

よ
り
習
得
さ
れ
て
家
族
等
と
赤
倉
等
に
行
か

れ
て
い
た
。

写
真
も
明
治
時
代
よ
り
研
究
さ
れ
山
岳
写

真
も
ゴ
ル
ツ
会
社
製
ダ
ゴ
ー
ル
鏡
玉
カ
ビ
ネ

組
立
器
機
を
も

っ
て
日
本
ア
ル
プ
ス
を
撮
影

さ
れ
て
お
り
私
も
震
災
前
に
懇
望
し
て
カ
ビ

ネ
密
着
写
真
十
数
枚
を
初
め
て
入
手
し
た
。

と
り
出
し
て
見
て
も
少
し
の
変
色
も
な
く
往

時
の
日
本
ア
ル
プ
ス
を
現
出
し
て
お
り
想
出

深
き
も
の
が
あ
る
。

君
は
純
情
篤
実
明
朗
世
事
に
拘
泥
せ
ず
自

適
の
人
世
を
送
ら
れ
お
り
至
極
健
康
で
あ
る

と
思
つ
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
度
の
訃
報
に

接
し
深
く
お
悔
み
申
上
げ
ま
す
。

昭
和
の
初
期
、
国
際
気

象
台
長
会
議
の
結
果
、
我

国
で
は
富
士
山
頂
に
、
測

候
所
を
設
置
す
る
事
に
決

っ
た
が
、
そ
れ
以
前
に
も

山
頂
に
測
候
所
を
設
け
て

冬
期
短
期
間
の
観
測
を
実

行
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が

か
の
室
戸
台
風
の
来
襲
に

刺
激
さ
れ
、
台
風
予
知
に

高
山
気
象
観
測
の
重
要
性
が
再

認
識

さ
れ

て
、
気
象
台
で
は
、
そ
れ
ま
で
臨
時
の
測
候

所
を
改
築
し
て
、
観
測
の
充
実
を
は
か
る
事

と
な

っ
た
。

昭
和
七
年
剣
ケ
峯
に
建
つ
た
、
そ
の
新
築

工
事
中
の
或
夏
の
日
の
こ
と
、
登
山
者
が
大

勢
行
き
交
う
中
で
、
六
十
を
大
分
過
ぎ
た
老

人
が
、
職
人
に
混
つ
て
建
物
側
面
の
ペ
ン
キ

塗
を
手
伝
つ
て
い
た
。

そ
の
傍
に
腰
を
下
し
て
休
ん
で
い
た
相
当

年
輩
の
登
山
者
が
同
行
者
に
、

「昔
野
中
至
と
い
う
人
が
、
こ
の
富
士
の
頂

上
に
小
屋
を
作

っ
て
滞
在
、
寒
中
の
気
象
観

測
を
し
た
事
が
あ

っ
た
よ
。
福
島
少
佐
の
単

騎
シ
ベ
リ
ヤ
横
断
、
郡
司
大
尉
の
千
島
探
険

と
共
に
、
当
時
は
三
英
雄
と
、
世
間
で
騒
が

れ
た
も
の
な
ん
だ
。
そ
の
後
あ
の
野
中
さ
ん

は
ど
う
し
て
お
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
或
は
も
う

年
だ
か
ら
な
く
な

っ
た
か
も
知
れ
な
い
な
」

と
独
り
言
の
様
に
話
し
て
い
た
。

そ
の
話
を
そ
ば
で
聞
い
て
い
た
、
先
の
老

人
は
微
苦
笑
を
頬
に
浮
べ
て
、
黙
々
と
ペ
ン

キ
の
刷
毛
を
動
か
し
て
い
た
。
そ
の
老
人
こ

そ
、
嘗
て
寒
中
富
士
登
山

の
英

雄
で
あ

っ

た
、野
中
至
氏
の
晩
年
の
姿
で
あ

っ
た
の
だ
。

こ
れ
は
私
が
十
六
ミ
リ
の
冬
富
士
の
撮
影

ロ
ケ
で
登
頂
し
た
時
、
協
力
し
て
頂
い
た
広

瀬
潔
氏
に
伴
わ
れ
て
、
下
山
後
平
塚
在
住
の

野
中
至
翁
を
訪
れ
た
時
、
亡
き
奥
様
の
写
真

を
飾
つ
た
室
で
、
翁
か
ら
直
接
聞
い
た
思
出

話
で
あ
る
。
明
治
二
十
八
年
の
冬
季
滞
頂
か

ら
、
三
十
七
年
後
に
、
翁
が
忘
れ
得
ぬ
富
士

に
、
再
び
登

っ
た
経
緯
に
つ
い
て
、
こ
ん
な

野 中 至翁 0晩年 の

富 士 登 山

永 原 輝 雄

因
縁
話
が
あ

っ
た
の
だ
。
こ
れ
よ
り
先
に
野

中
翁
の
二
番
目
の
お
嬢
さ
ん
が
、
気
象
台
の

菅
原
芳
生
技
手
の
奥
さ
ん
に
な

ら

れ

た
事

は
、　
一
応
世
間
に
あ
り
が
ち
の
縁
と
し
て
う

な
づ
け
る
が
、
山
頂
測
候
所
が
出
来
る
に
つ

い
て
、
そ
の
初
代
所
長
に
同
技
手
が
任
命
さ

れ
た
事
は
、
あ
な
が
ち
偶
然
と
ば
か
り
は
い

え
な
い
か
も
知
れ
ぬ
。
新
所
長
は
測
候
所
建

設
の
監
督
と
し
て
、
滞
頂
す
る
に
際
し
、
岳

父
で
あ
る
野
中
翁
を
山
頂
に
招
き
、
新
し
く

出
来
る
測
候
所
を
見
て
貰
お
う
と
、
翁
を
誘

つ
た
と
こ
ろ
、
喜
ん
で
老
体
に
鞭
打

っ
て
登

頂
さ
れ
た
由
。
四
十
年
の
昔
、
自
費
で
粗
末

な
小
屋
を
建
て
、
不
完
全
な
装
備
と
、
乏
し

い
食
糧
で
、
単
身
久
会
子滞
頂
し
て
い
る
夫
の

労
苦
を
偲
び
、
千
代
子
夫
人
は
、
そ
の
安
否

を
気
付
か
っ
て
後
を
追
い
、女
の
身
で
、氷
雪

の
富
士
に
登

っ
て
来
た
の
で
あ

っ
た
。
初
め

は
無
謀
を
叱
つ
た
夫
で
は
あ

っ
た
が
、
そ
こ

は
夫
婦
の
間
柄
で
、
互
い
に
励
ま
し
合
い
、

何
度
目
張
り

し

て
も
、
直
ぐ
に
は
が
さ
れ

る
、
小
屋
の
す
き
間
風
に
悩
ま
さ
れ
乍
ら
、

高
山
病
に
冒
さ
れ
、
日
々
衰
弱
す
る
躯
を
押

し
て
苦
闘
を
続
け
、
貴
重
な
観
測
に
幾
月
か

を
過
し
た
の
で
あ
る
。
翁
は
今
こ
ゝ
に
、
近

代
科
学
の
設
備
と
、
立
派
な
測
候
所
の
建
物

が
、
ほ
ゞ
完
成
す
る
の
を
自
ら
眺
め
而
も
こ

れ
が
わ
が
娘
婿
の
栄
え
あ
る
職
場
で
あ
る
事

を
思
え
ば
、
感
無
量
、
空
し
く
眺
め
て
ば
か

り
は
お
ら
れ
な
い
衝
動
に
か
ら
れ
て
、
自
ら

ペ
ン
キ
の
刷
毛
を
握
つ
た
翁
の
心
境
は
、
青

春
の
血
に
燃
え
、
死
の
危
険
を
冒
し
て
登
頂

し
た
時
に
比
べ
、
如
何
に
楽
し
い
も
の
で
あ

っ
た
ろ
う
と
、
想
像
す
る
に
難
く
な
い
。

古
来
の
宗
教
登
山
は
別
と
し
て
、
ス
ポ
ー

ツ
を
含
む
近
代
の
科
学
登
山
の
面
か
ら
見
れ

ば
、
野
中
翁
は
冬
富
士
の
開
拓
者
で
あ
る
。

翁
の
科
学
の
使
徒
と
し
て
富
士
に
よ
せ
た
あ

の
情
熱
と
、
夫
人
の
内
助
を
た
ゝ
え
る
た
め

私
は
予
て
か
ら
剣
ケ
峯
の
野
中
小
屋
跡
に
記

念
碑
を
建
て
る
事
を
夢
に
描
い
て
い
る
。
気

象
関
係
者
、
登
山
団
体
等
の
賛
同
を
得
ら
れ

ゝ
ば
本
望
で
あ
る
。

(4) ……72-―
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Pucahirca北 峰 C2,Cl間 のルー ト。 先頭で左足を

あげているのは ,Edelweiss隊 が連れていったパプロ

である。 (1961年 一橋隊写)
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ヽ
一
油
巾

四
月
号
は
ソ
連
の
登
山
に
関
す
る
特
集
号

で
、
表
紙
に
は
コ
ー
カ
サ
ス
の
ウ
シ

ユ
バ
山

の
写
真
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
内
容
は
次
の

通
り
。

○
　
ソ
連
の
登
山
史
に
つ
い
て

一
八
二
九
年
の
キ
ラ
ー
ル
・
ハ
シ
ヨ
フ
に

よ
る
コ
ー
カ
サ
ス
の
エ
ル
ブ
ル
ー
ス
東
峰
登

頂
か
ら
初
ま
る
ソ
連
の
近
代
登
山
史
。　
一
九

〇
〇
年
前
後
の
コ
ー
カ
サ
ス
の
町
に
ス
ポ
ー

ツ
登
山
家
の
一
派
が
出
現
し
、
そ
の
頃
、
最

初
の
登
山
の
ク
ラ
ブ
が
チ
フ
リ
ス
や
モ
ス
ク

ワ
に
生
ま
れ
た
。
そ
し
て

一
九

一
七
年
の
革

命
以
後
、
登
山
が

一
般
化
し
、　
一
九
三
〇
年

代
の
輝
や
か
し
い
初
登
攀
時
代
を
迎
え
た
、

と
あ
る
。
最
後
に
現
代
ソ
連
の
登
山
家
六
〇

名
の

「
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
」
写
真
が
の
っ

て
い
る
。

○
　
登
山
の
発
展
の
た
め
の
根
本
問
題

に
つ
い
て

山
に
登
る
た
め
に
は
健
康
な
身
体
と
充
分

な
時
間
と
金
が
必
要
だ
が
こ
の
こ
と
は
ソ
連

に
於
い
て
も
他
の
国
々
と
根
本
的
な
違
い
は

な
い
。
身
体
に
つ
い
て
は
ソ
連
で
は
国
家
的

な
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
の
た
め
に

特
別
な
訓
練
を
受
け
る
こ
と
に
な

つ
て
い

る
。
ソ
連
で
は
山
が
遠
く
に
は
な
れ
て
い
る

の
で
時
間
の
問
題
は
特
別
な
意
味
を
も

っ
て

い
る
。　
一
年
の
う
ち
の
限
ら
れ
た
休
暇
と
か

学
校
の
休
み
を
利
用
し
て
い
る
。
最
後
に
お

金
の
問
題

・
装
備

・
食
料

・
滞
在
費
、
こ
れ

ら
に
つ
い
て
は
労
働
組
合
が
労
働
者
に
援
助

し
て
く
れ
る
。
労
働
組
合
が
多
く
の
山
小
屋

を
立
て
て
い
る
。
そ
こ
で
は
装
備
品
や
食
料

宿
泊
所
が
提
供
さ
れ
る
。
費
用
の
七
〇
％
は

組
合
が
払

つ
て
く
れ
、
登
山
者
は
三
〇
％
だ

け
自
分
で
負
担
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
。

○
　
ソ
連
の
山
々
に
つ
い
て

ソ
連
の
巨
大
な
領
土
は
森
林
や
山
岳
地
帯

に
富
ん
で
お
り
、
限
ら
れ
た
紙
数
の
中
で
詳

し
く
全
部
を
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が

コ
ー
カ
サ
ス
●
パ
ミ
ー
ル
・
天
山

・
ア
ル
タ

イ
の
山
に
つ
い
て
写
真
入
り
で
紹
介
し
て
い

る
。コ

ー
カ
サ
ス
の
山
々
は
全
世
界
に
知
れ
わ

た
っ
て
い
る
。
黒
海
と
カ
ス
ピ
海
の
間
に
あ

り
そ
の
主
脈
は
丁
度
東
西
に
伸
び
て
い
る
。

最
高
点
は
五
六
三
二
メ
ー
ト
ル
の
エ
ル
ブ
ル

ー
ス
で

一
八
二
九
年
に
登
頂
さ
れ
た
。
コ
ー

カ
サ
ス
に
は
技
術
的
に
困
難
な
ル
ー
ト
や
易

し
い
ル
ー
ト
、
岩

・
雪

・
氷
と
バ
リ
エ
ー
シ

ヨ
ン
が
あ
る
の
で
秀
れ
た
登
山
の
学
校
と
な

っ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
登
山
学
校
が
あ
り
、

夏
や
冬
は
登
山
者
や
ス
キ
ー
ヤ
ー
で
い
っ
ぱ

い
に
な
る
。
西
部
は
森
が
多
い
が
中
部
は
森

が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
コ
ー
カ
サ
ス
の
ル
ー
ト

は
意
欲
的
な
山
々
の
友
を
満
足
さ
せ
て
く
れ

る
。
二
つ
の
ピ
ー
ク
を
も
つ
ウ
シ
ュ
バ
山
、

岩
の
シ
ュ
ヘ
ル
ダ
山
の
北
壁

・
氷
の
ド
ン
グ

ス
・
オ
ル
ン
・
拒
絶
す
る
よ
う
な
チ
ャ
ツ
ィ

ン
・
タ
ウ
は
第

一
級
に
数
え
ら
れ
る
。
ジ
ヨ

ン
ｏ
ハ
ン
ト
が

『
ベ
ゼ
ン
ギ
の
山
域
は
ル
ー

ト
の
特
徴
か
ら
い
っ
て
も
登
は
ん
条
件
か
ら

い
っ
て
も
ア
ル
プ
ス
よ
り
も
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
近

い
』
と
い
っ
て
い
る
の
は
正
し
い
。　
一
三
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
長
さ
の
威
圧
的
な
ベ
ゼ
ン
ギ

の
壁
の
頂
上
や
コ
シ
ュ
タ
ン
・
タ
ウ

・
デ
イ

フ
ｏ
タ
ウ
山
脈
は
五
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
上

で
あ
り
年
々
登
山
者
を
招
き
寄
せ
て
い
る
。

ツ
ェ
イ
谷
や
ド
ン
バ
イ
に
も
多
く
の
登
山
者

が
入

っ
て
い
る
。
ド
ン
バ
イ

・
ウ
ル
ゲ
ン
・

チ
ャ
ン
チ
ャ
イ
と
ド
シ
ュ
ク
ト
の
ル
ル
ユ
チ

ャ
ッ
ト
は
む
づ
か
し
い
山
で
あ
る
。
コ
ー
カ

サ
ス
に
は
も
は
や
未
登
頂
の
山
は
な
い
が
永

ら
く
そ
れ
ら
の
山
の
登
頂
は
不
可
能
で
あ

っ

た
。
多
く
の
知
ら
れ
て
い
な
い
東

コ
ー
カ
サ

ス
の
山
と
、
岩
の
露
出
し
た
北
側
に
平
行
し

て
い
る
山
脈
と
南
側
の
支
脈
が
あ
る
の
で
コ

ー
カ
サ
ス
は
ま
だ
何
年
か
は
ソ
連
の
登
山
の

プ
レ
イ
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

パ
ミ
ー
ル
・
天
山

・
ア
ル
タ
イ
に
つ
い
て

も
こ
の
程
度
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
省
略
。

そ
の
他
に
も
、
ソ
連
に
お
け
る
グ
レ
ー
デ

イ
ン
グ
に
つ
い
て
、
ソ
連
登
山
連
盟
に
つ
い

て
、
ド
イ
ツ
人
か
ら
み
た
ソ
連
の
登
山
に
つ

い
て
、
ド
ン
バ
イ
ウ
ル
ゲ
ン
の
遭
難
と
そ
の

救
助
に
つ
い
て
、
等
々
、
ソ
連
の
登
山
界
の

話
題
が
豊
富
に
語
ら
れ
て
い
る
。

（高
橋
信
成
）

ｂ
Ｌ
り
】
目
”
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〓
〓

捕

Ｌ

油
中

四
月
号
の

「
ソ
連
の
山
特
集
」
に
引
き
続

い
て
五
月
号
は
ア
イ
ガ
ー
特
集
と
な

っ
て
い

る
。
カ
ー
ル
・
メ
ー
リ
ン
ガ
ー
や
ヒ
ン
タ
ー

シ
ュ
ト
イ
サ
ー
の
挑
戦
か
ら

ヘ
ッ
ク
マ
イ
ヤ

ー
達
の
初
登
を
経
て
今
日
に
到

る
ま

で

の

「歴
史
≒
ト
ニ
ー

・
ヒ
ー
ベ
ラ
ー
の
「
メ
モ
」

ギ
ド

・
ト
ネ
ラ
の

「
ア
イ
ガ
ー
北
壁
デ
イ
ン

ッ
テ
ィ
シ
マ
論
」
ペ
ー
タ
ー
・
ハ
ー
グ
の
「デ

イ
ン
ツ
テ
イ
シ
マ
・
イ
デ
ー
「
イ

エ
ル
ク

・

レ
ー
ネ
の

「
メ
モ
・
ジ

ョ
ン
・
ハ
ー
リ
ン
・
ル

ー
ト
「
そ
の
他
、
ジ

ョ
ン
・
ハ
ー
リ
ン
、
ヒ

ル
テ
ｆ

フ
オ
ン
・ア
ル
メ
ン
の
追
悼
等
々
、

ア
イ
ガ
ー
北
壁
に
関
す
る
興
味
深
い
読
物
が

ズ
ラ
ッ
と
載

っ
て
い
る
。

中
心
に
な

っ
て
い
る
の
は
、
今
年
三
月
の

米
英
独
デ
イ
レ
ツ
テ
イ
シ
マ
隊
に
よ
る
北
壁

登
頂
で
あ
る
。
こ
の
隊
は
ア
ル
プ
ス
に
於
い

て
は
新
し
い
形
式
で
あ
る
遠
征
隊
形
式
の
登

頂
に
成
功
し
た
。
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て

三
十

一
日
間
イ
ギ
リ
ス
人
、
フ
ラ
ン
ス
人
、

ド
イ
ツ
人
計
十

一
名
で
ハ
ー
ケ
ン
を
合
せ
て

五
三
〇
本
打
ち
こ
み
、
全
長

一
六
〇
〇
メ
ー

ト
ル
の
ザ
イ
ル
を
壁
に
か
け
、
合
計
二
万

マ

ル
ク
を
ア
イ
ガ
ー
の
登
頂
に
費
し
た
。
登
頂

し
た
の
は
五
名
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
遠
征
隊
形
式
と
デ
イ
ン
ツ
テ

ィ
シ
マ
と
い
う
考
え
に
つ
い
て
こ
れ
が
真
の

登
山
で
あ
る
か
否
か
に
つ
き
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
は
賛
否
両
論
議
論
の
花
が
咲
い
て
い
る
と

の
こ
と
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
議
論
に
対
し
て

五
月
号
は
、
有
益
な
示
唆
を
与
え
て
い
る
。

ち
な
み
に

「デ
イ
ン
ツ
テ
イ
シ
マ
」
と
は
、

短
時
間
に
最
少
の
危
険
の
も
と
に
於
け
る
最

短
の

「処
女
ル
ー
ト
」
を
意
味
す
る
と
い
わ

れ
、
ペ
ー
タ
ｌ

ｏ
ハ
ー
グ
が
最
初
の
ア
イ
ガ

ー

ｏ
デ
イ
レ
ツ
テ
イ
シ
マ
論
者
で
あ

っ
た
。

（高
橋
）

一〓
Ｆ

ｏ
‐
『
　
躙
＞
図
珊
―
柳

∧
楓
劾
＞
∨

咄
　
　
　
゛
　
　
岨
峠
゛
　
　
輝
ン
冷

コ
排
諄
゛
器
畔

コ
メ
洋
際
蒙
ゆ

漏
　
　
ン

聯
凄
＝
∬
―
淋
コ
洲
¶
珈
醇
　
（
ド
ヽ
８
コ
）

灘
―

・
コ
訓
一圏
　
灘
―
酪
一ヽ岳
勲
　
茄
日

断
や）
が
際
Ｅ
峠
　
動
淋
琳
抑
≫
　
　
田
Ｎ
き

【
状
咄
押
冷
゛
　
判
汁
Ｅ
申
畔
「　
岨
　
　
峠

栂
輻
滝
へ
π
⑮
　
蒔
書
叫
詳

　

嶋
　
　
峠

∧
淋

群
∨

申
　
レ
　
Ｈｏ８
‐ｏ

Ｚ
９

Ｎ
Ｎ
Ｈ
刈
洲
モ
コ
詳

ミ
　
　
　
　
　
　
　
ヽ
　
『
　
り
角
Ｏ
。　
Ｎ
Ｎ
い
　
　
　
　
　
ヽ

Ч

▼ヽ
ゝ
　
Ｈ０８
‐Ｏ
Ｚ
Ｏ
・
００

い
」
淵
　
詳

ヽ
　
　
　
　
　
　
　
ヽ
　
〇
　
り
角
Ｏ
・　
Ｈ
Ｏ
Ｏ
　
　
　
　
　
ヽ

“
）ン
か
ｍ

‐
プ
Ｈ
ｏ
ｏ
ｏ
‐
い
　
Ｚ
Ｏ
・
Ｈ
ｏ
∞

燎
申憔
）珈

山̈
リバツ

”

　
冊
預
　

Ｈ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
‐
Ｏ

Ｚ
Ｏ
・
『
Ｏ
　

Ｅ
母

コ
幹

≫

滸
軒
Ｅ
申

Ｚ
ｏ
・
Ｎ
Ｈ００い
　
〕＞
ｏ
刈
軒
刈
彗

酬
　
満
「
一」
Ｈ
中
　
　
　
　
刈
幕
汁
母
Ｅ
申
嬰

ゆ
　
誹
　
ドｏｏｏ
Ｚ
ｏ
。
ド

ユ
ｒ軒
蘇
珊
沸

鶏
職
蒻
≫

コ
幹
詳
汁
母
潤

Ｈ
母
曇
幻
洲
嘉

⌒繊
ЧH
1ヽ母

× ゝ覇
ヽ羽
憔難
⇒ロト
洲

× 財

×

あなたのネガから,大型パネル (枠)張 り お部屋の飾 りに.ノ 貝曽りものに/

山 岳 写 真 を

(本 多 善 博)

本 多 写 真 工 房

名古屋市南区柴田西町 1-16 電話 (611)7047

■全紙半切 パネル張 り ¥1,000

″      ¥ 1,500・告聞共―ジ大)

■全紙 2倍      ″   ¥4,000

上記以外のサイズ、または同時に多数ご

註文の際は、ご照会下されば別にお見積

り申上げます。

あなたのネガから、明快なコントラスト適
切な トリミング (構図)で、大型・美麗・パ

ネル張 り写真を製作いたします。
ネガと返送料 150円 同封でご註文下されば

到着後 5日 以内に製作発送いたします。
代金は着品後 10日 以内にご送金下されば

結構です。なお代金前払いの方は返送料は弊
社で負担いたします。また、特にトリミング
をご希望の方はその旨明示して下さい。
但しネガ不調のため作品にご満足頂けない

と思われる場合には、ネガ、代金、返送料と
もそのまま直ちにご返送申上げます。
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255

会

務

報

告

昭
和
四

一
年
度

支

部

長

会

議

報

告

▽
日
時
　
七
月
三
十
日
午
後
二
時
―
六
時

▽
場
所
　
国
際
文
化
会
館

▽
出
席
者
　
松
方
会
長
、
三
田
、
渡
辺
副
会

長
、
支
部
長
―
石
原

（東
京
）
水
野

（関

西
）
藤
島

（越
後
）
三
井

（山
梨
）
高
山

（信
濃
）
野
口

（東
九
州
）
山
本

（静
岡
）

佐
野

（山
陰
支
部
長
代
理
）
坂
本

（官
城

支
部
長
代
理
）
村
井
評
議
員
、
常
務
理
事

―
加
藤
、
大
塚
、
松
田
、
飯
野

（以
下
委

任
）
伊
藤

（福
島
）
荒
巻

（秋
田
）

▽
議
事

０
　
会
長
挨
拶
…
…
…
‥
…
…
。…
松
方
会
長

②
　
理
事
会
本
年
度
の
方
針
説
明
…
加
　
藤

昨
年
度
は
若
い
理
事
で
も
誰
で
も
仕
事
を

進
め
ら
れ
る
様
に
規
定
そ
の
他
会
の
内
部
態

勢
の
整
備
に
力
を
注
い
だ
が
、
本
年
度
は
こ

れ
ら
規
定
に
基
づ
き
、
若
い
理
事
の
力
で
積

極
的
に
推
進
し
た
い
。

長
年
会
務
に
尽
力
さ
れ
た
吉
野
氏
が
健
康

上
の
理
由
で
辞
任
さ
れ
、
こ
れ
に
代

っ
て
川

瀬
書
記
が
就
任
し
た
。
引
継
ぎ
そ
の
他
で
事

務
が
渋
滞
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
近
い
中
に

解
消
す
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

今
年
度
の
懸
案
は
、
通
常
総
会
に
於
て
会

長
が
話
さ
れ
た
様
に
、
ル
ー
ム
移
転
問
題
で

あ
る
。

本
田
お
伺
い
し
た
い
こ
と
は
、
各
支
部
か

ら
の
理
事
会
に
対
す
る
要
望
で
あ
る
。
要
望

事
項
が
あ
れ
ば
遠
慮
な
く
伺
い
た
い
。

理
事
会
か
ら
の
支
部

へ
の
要
望
は
、

①
会
費
納
入
状
況
が
悪
い
こ
と

②
支
部
所
属
会
員
の
動
向
が
掴
み
難
い
こ

と
で
あ
る
。

（尚
、
松
田
理
事
よ
り
会
の
現
況
報
告
と
し

て
、
事
務
局
の
実
情
、
会
報
、
山
日
記
、

山
岳
等
刊
行
物
の
進
捗
状
況
、
終
身
会
員

制
度
、
レ
ジ
ス
タ
ー
の
整
理
、
海
外
交
流

ス
ポ
ー
ツ
外
貨
の
申
請
法
、
山
岳
協
会
間

題
に
つ
き
補
足
説
明
あ
り
。
）

０
　
理
事
会
提
案
事
項
…
‥
…
…
。飯
野
理
事

現
在
本
会
に
は
、
県
外
会
員
と
い
う
例
外

が
あ
る
た
め
、
会
の
事
務
処
理
に
困
難
を
来

し
て
い
る
場
合
が
多
い
の
で
、
原
則
と
し
て

現
住
所
を
総
括
地
域
と
す
る
支
部
に
加
盟
し

て
も
ら
い

（勿
論
支
部
に
入
ら
な
い
と
い
う

者
は
本
会
直
轄
会
員
と
し
て
処
理
す
る
よ
り

他
に
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
が
）
更
に
他
の
支

部
に
も
つ
な
が
り
を
も
ち
た
い
者
は
、
支
部

会
友

（
又
は
支
部
県
外
会
員
等
然
る
べ
き
名

称
で
）
と
し
て
当
該
支
部
に
加
入
す
れ
ば
、

（支
部
費
を
納
入
し
て
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
従
来
の
県
外
会
員
と
同
じ
に
と
れ
る
の

で
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
如
何
で
し
ょ
う
か

こ
の
様
に
す
る
と
、
東
京
周
辺
に
在
住
し

て
い
な
が
ら
地
方
支
部
に
所
属
し
て
い
る
た

め
に
、
本
来
な
ら
ば
二
、
○
○
○
円
の
会
費

で
あ
る
に
も
拘
ら
ず

一
、
六
〇
〇
円
で
済
む

と
い
う
様
な
矛
盾
も
解
消
し
、
会
費
徴
収
の

公
平
化
が
期
さ
れ
又
例
外
が
な
く
な
る
こ
と

に
よ
り
、
会
の
事
務
能
率
が
向
上
し
間
違
い

も
な
く
な
る
の
で
、
会
員
に
対
す
る
サ
ー
ビ

ス
が
促
進
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
が
如
何
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
に
対
し
水
野
支
部
長
等
賛
意
を
表
さ

れ
た
支
部
長
も
お
ら
れ
た
が
、
各
支
部
長
よ

り
次
の
様
な
理
由
で
反
対
意
見
が
あ
り
、
本

提
案
は
、
懸
案
事
項
と
し
て
保
留
に
す
る
こ

と
に
す
る
。

（反
対
意
見
）

①
本
年
の
通
常
会
員
総
会
後
に
、
総
会
の

確
認
事
項
と
し
て
、
新
た
に
県
外
会
員

を
考
慮
し
て
支
部
規
定
を
変
更
し
た
と

こ
ろ
も
あ
る
。
特
に
信
濃
支
部
、
静
岡

支
部
の
様
に
県
外
支
部
会
員
と
明
記
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
簡
単
に

は
変
え
難
い
。

②
本
会
の
地
方
支
部
は
、
支
部
長
を
中
心

に
ま
と
ま

っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
、

た
と
え
県
外

へ
出
た
場
合
で
も
、
こ
の

つ
な
が
り
は
残
し
て
お
く
べ
き
も
の
と

考
え
る
。

③
県
外
支
部
会
員
で
あ

っ
て
も
会
費
を
支

部
を
経
由
し
て
納
入
す
る
こ
と
に
よ
り

支
部
員
と
し
て
の
意
識
を
強
調
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

０
　
支
部
要
望
事
項

支
部
か
ら
の
要
望
事
項
と
し
て
は

①
会
費
は
必
ず
所
属
す
る
支
部
を
経
由
し

て
納
入
す
る
様
に
徹
底
し
て
欲
し
い
。

（高
山
）

②
小
集
会
等
の
話
は
地
方
支
部
に
い
て
は

聞
け
な
い
の
で
録
音
テ
ー
プ
を
支
部

ヘ

貸
出
し
て
貰
い
た
い
。

（山
本
）

他
に
、
藤
島
支
部
長
よ
り
遭
難
対
策
等
の

援
助
を
支
部
に
対
し
て
も
ら
え
る
か
否
か

と
の
質
問
が
あ

っ
た
。

同
　
各
支
部
報
告

①
信
濃
支
部
…
…
‥
…
…
…
。高
山
支
部
長

本
会
創
立
六
十
周
年
、
支
部
創
立
二
十

周
年
を
記
念
し
て
、
松
本
市
民
会
館
に
て

六
月
二
十
八
日
記
念
講
演
と
映
画
の
会
を

開
催
し
た
。

（講
師
）
深
田
久
弥
氏
、
吉
川
尚
郎
氏

（演
題
）
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
旅

①
越
後
支
部
…
…
…
‥
…
…
。藤
島
支
部
長

県
山
岳
協
会
に
は
加
盟
し
た
が
県
協
会

の
原
動
力
は
越
後
支
部
の
会
員
で
あ
る
。

従
来
よ
り
あ

っ
た
県
岳
連
の
指
導
員
制
度

は
、
保
留
す
る
こ
と
と
し
、
し
ば
ら
く
静

観
し
た
い
。

越
後
支
部
創
立
二
十
周
年
記
念
県
境
全

縦
走
は
六
月
末
に
成
功
裡
に
終
了
し
た
。

点
と
し
て
で
は
な
く
、
線
で
歩
き
、延

一
、

○
○
○
人
を
動
員
、
事
故
皆
無
、
報
告
書

は
支
部
の
機
関
紙

「越
後
山
岳
」
に
刊
行

す
る
べ
く
準
備
中
で
あ
る
。

（予
算
五
十

万
円
を
計
上
）

支
部
総
会
は
七
月
三
日
ｔ
四
日
、
藤
島

玄
寿
像
除
幕
式
を
か
ね
て
雲
母
温
泉
―
秋

老
岳
で
開
催
し
、
県
の
登
山
協
会

（旧
山

岳
協
会
三
本
の
柱
の
中
の
一
つ
で
Ｊ
Ａ
Ｃ

関
係
の
五
十
団
体
が
加
盟
し
て
い
る
）
を

解
散
す
べ
き
か
否
か
を
検
討
し
た
。

来
年
の
支
部
総
会
は
佐
渡
で
行
な
い
佐

渡
の
六
月
の
山
を
紹
介
す
る
予
定
で
あ
る

③
山
陰
支
部
…
…
佐
野

（支
部
長
代
理
）

山
陰
支
部
は
鳥
取
国
体
の
際
、
大
山
山

岳
会
の
メ
ン
バ
ー
を
基
幹
と
し
て
設
立
し

た
が
、
現
在
は
支
部
員
も
極
端
に
減
少
し

て
い
る
。

し
か
し
乍
ら
、
今
回
の
山
岳
協
会
の
一

本
化
に
伴
い
、
県
協
会
を
作
る
こ
と
に
な

り
、
鳥
取
県
の
場
合
は
最
近
会
長
織
田
、

副
会
長
佐
野
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ
れ
に

伴
い
支
部
員
も
逐
次
増
員
し
て
い
く
予
定

で
あ
る
。

④
東
九
州
支
部
‥
…
・…
…
…
野
口
支
部
長

昨
年
は
名
称
変
更
問
題
等
で
種
々
迷
惑

を
か
け
た
こ
と
を
お
詑
び
致
し
ま
す
。
東

九
州
支
部
は
、
大
分
、
宮
崎
両
県
在
住
会

員
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
昨
年
は
大
分
ヒ

マ
ラ
ヤ
委
員
会
の
名
で
ヒ
ン
ズ
ー
ク
シ
遠

征
を
行
な

っ
た
が
、
今
年
二
月
に
は
斉
州

島
で
合
宿
を
行
な

っ
た
。

協
会
問
題
は
、
大
分
国
体
が
終
る
迄
静

観
し
て
い
る
方
針
で
あ
る
。

⑤
関
西
支
部
…
‥
‥
…
…
…
‥
水
野
支
部
長

関
西
支
部
の
ル
ー
ム
は
六
月
十
五
日
、

大
阪
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
・
ク
ラ
ブ

ヘ
移
転
し

た
。
来
年
度
増
築
の
際
に

一
室
を
借
り
う

け
る
予
定
で
あ
る
。

支
部
費
は
四
〇
〇
円
か
ら
六
〇
〇
円
に

値
上
げ
し
た
が
、
三
二
〇
名
い
る
支
部
員

中
納
入
は
九
十
名
程
度
し
か
な
く
困

っ
て

い
る
。

協
会
問
題
は
、
し
ば
ら
く
静
観
し
て
、

も
う
少
し
し
っ
か
り
か
た
ま

っ
て
か
ら
入

る
こ
と
に
し
て
い
る
。

今
年
度
は
支
部
委
員
を
二
十
名
に
減
ら

し
た
が
、
ル
ー
ム
移
転
を
機
に
、
学
生
と

の
コ
ン
タ
ク
ト
、
支
部
報
の
刊
行
等
活
発

に
行
動
し
て
い
る
。

③
山
梨
支
部
…
‥
‥
…
‥
…
…
三
井
支
部
長

支
部
員
と
し
て
残
る
か
否
か
と
の
確
認

を
行

っ
た
と
こ
ろ
、
四
十
五
名
が
確
認
さ

れ
た
。
そ
こ
で
こ
の
態
勢
で
種
々
の
行
事

を
す
ゝ
め
る
こ
と
に
し
、
六
月
三
十
日
に

山
梨
県
岳
連
に
加
盟
。
八
月
中
に
懇
親
会

を
開
催
、
九
月
に
総
会
を
開
い
て
、
新
役

員
を
決
め
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
尚
支
部

は
こ
れ
に
伴
い
、
支
部
の
門
戸
を
開
放
し

事
務
能
力
の
あ
る
者
を
委
員
に
加
え
て
、

事
務
の
整
備
を
行
な
い
た
い
。
尚
山
梨
支

部
と
し
て
は
準
会
員
の
制
度
も
考
え
て
い

る
が
御
意
見
を
伺
い
た
い
。

⑦
宮
城
支
部
…
坂
本
（北
川
支
部
長
代
理
）

支
部
と
し
て
の
海
外
遠
征
は
な
い
が
今

回
は
じ
め
て
支
部
委
員
の
加
藤
義
明
氏
を

ド
ク
タ
ー
と
し
て
東
北
学
院
大
の
ヒ
ン
ズ

ー
ク
シ
隊
に
送
つ
た
。

支
部
の
現
状
は
、
若
い
人
が
支
部
に
入

ら
ず
会
員
層
が
老
化
し
て
お
り
、
ク
ラ
ブ

活
動
は
停
滞
し
て
い
る
。

支
部
会
員
に
は
所
属
山
岳
会
の
リ
ー
ダ

ー
級
の
人
が
多
く
、
県
岳
連
の
理
事
を
兼

ね
て
い
る
人
が
多
い
の
で
、
岳
連
の
理
事

会
の
後
で
支
部
委
員
会
を
行
な

っ
た
り
し

て
お
り
、
岳
連
と
の
関
係
は
上
手
く
い
っ

て
い
る
。

昨
年
十

一
月
の
記
念
山
行
以
後
、
支
部

と
し
て
の
ク
ラ
ブ
活
動
は
停
滞
し
て
い
る

③
東
京
支
部
‥
…
…
‥
‥
…
…
石
原
支
部
長

東
京
支
部
は
今
年
度
よ
り
新
た
に
二
〇

〇
円
の
支
部
費
を
徴
収
す
る
こ
と
に
な

っ

た
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
活
動
は
強
化
さ
れ

て
い
る
。
事
業
と
し
て
は
三
水
会
、
研
究

会
の
外
に
、
今
年
は
支
部
創
立
二
十
周
年

に
当
る
の
で
、
記
念
山
行
、
記
念
パ
ー
テ

イ
ー
を
計
画
し
て
い
る
。

婦
人
部
で
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

ヘ
今

秋
登
山
隊
を
送
る
計
画
で
あ
る
。

③
静
岡
支
部
…
…
…
…
…
…
山
本
支
部
長

現
在
支
部
員
は
県
外
会
員
を
も
含
め
て

四
十
四
名
、
四
月

一
日
付
で
牧
野
前
支
部

長
と
交
替
し
た
。
県
岳
連
に
も
加
盟
し
上

手
く
い
っ
て
い
る
。

事
業
と
し
て
は
恒
例
の
紅
葉
会
を
今
年

は
十
回
記
念
と
支
部
創
立
十
五
周
年
記
念

と
を
兼
ね
て
盛
大
に
行
い
た
い
。
こ
の
他

に
支
部
と

し

て
は
年
に
四
回
の
小
集
会

と
、
二
土
会
を
開
催
の
予
定

　

（以
上
）

(6) -7イ ‐―
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